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特集:都 市人類学の再構築

都 市 人類 学 の再 構 築

2004年 度大会 ・シンポジウム企画担 当 鈴木 正崇

 本 シンポジウムは、人類学、民俗学、社会学、地理学な どの近年の成果 を踏 まえ、都市その もの

の研究だけでな く、都市性や都市的なるもの とは何かを問い直 して都市人類学の再構築 を図ること

を意図す る。人類学は、当初は島や密林や山岳な どの厳 しい 自然環境の中の隔絶 した社会を研 究対

象 とす るいわゆる未開社会研究から始ま り、調査地 もアフ リカや オセアニアな どの先住民や植 民地

下の人々の社会が主体で、強い異文化体験を中核 にしていた。 しか し、中国やイ ン ド、中南米など

の複合社会を研究対象 とするに従い、都市への関心 も高まった。都市は、規模 も大 きく、異質 な人々

が寄 り集まる、密度 の高い社会であ り、研究手法も異なる。例えば、都市人類学の成果 として、オ

スカー ・ルイスの 『貧困の文化』(1966)が あ り、メキシコシテ ィに居住す る5つ の家族を取 り上げ

て、 日常生活を通 して都市性を浮彫 りに している。人類学の都市研究には、1920年 代から30年 代

のシカゴ学派の社会学の影響もあるが、本格的な取 り組みは1950年 代以降である。 日本の場合は、

中村孚美や松平誠の 日本の祭礼研究が進 められ、米山俊直や 日野舜也 を初め とするアフ リカニス ト

が並行 して研究を行い、現代は松 田素二などが本格的に取 り組んでいる。

 現代の人類学は研 究分野が急速 に増大かつ多様化 し、都市人類学の独 自性 は存在するのか、都市

民俗学 も含 めて、その行方はいかなるものかを問い直す必要性が生 じている。本シンポジ ウムは、

こ うした時代状況を踏まえて、人類学 と社会学の対話 を目指す企画であ り、両者が相互に乗 り入れ

る可能性を探る。都市人類学の主題 は、コ ミュニティ研究に止まらず、ライフヒス トリーの検討、

ス トリー ト文化の展開、メデ ィア編成の変容、アーバ ン ・エスニシテ ィの構築 、祭礼の変貌、社会

結合の変化、記憶 と場の生成、都市空間の独 自性の考察など多岐にわたる。以下では人類学 と社会

学の接点の可能性 を列記 してお く。

1、 エ スノグラフィー(民 族誌)を 新たな視点で作成する。都市の大衆文化やサブ ・カルチ ャーの

研究は、カルチュラル ・スタデ ィーズと親和性がある。都市の底辺を構成す る人々の 「ソフ トな

抵抗」を描 くことで社会の動態の理解が深まる。 また、生活史の視点は重要で、表象の危機 を十

分に意識 した記述を考え方法にも工夫をこらす。

2、 グローバル化の考察に積極的に取 り組む。1990年 代以降、 トランスナシ ョナル な動 きが急速に

進み、都市に流入する移民や難民の研究が比重 を増 している。世界がグローバル ・ヴィレッジと

呼ばれ る現在、国内の都市一農村の関係性 も、世界か ら浸透す る様々な外部の動 きと連動 して変

化 し続 けてお り、地域概念も再検討を迫 られる。
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3、 空間の考察を視点を変えて試み る。空間をス トックとす る従来の見方を転換 して、フロー と考

 えて、現代の多様な空間のあ り方を考察する。場所(プ レイス)、 ポジシ ョン、サイ ト、 トポス、

 ス トリー ト、 ロケーション、ディアスポラ、エスノスケープ、周縁、境界な ど、空間に関わる概

 念の変化や空間の言説化 を都市で再考す る。言語実践が空間を構成す るのであ り、実践や知覚や

 関係性が空間を創 り出す とも言える。

4、 都市祭礼やイベン トを通 して、人々の時間認識、記憶の生成 の諸相、古 さを装 って現れ る想像

 力の行方 を探 る。色 ・音 ・匂いな ど感覚に関わる喚起力を通 して、都市民の間で伝統が どの よう

 に再構築 され るかを考える。都市ではページュン トを初め として、文化のデ ィスプ レイが広 く展

 開 し、文化が流用 され、消費され る。観 光の実践もその中核であ り、同時に文化財指定などを通

 じての 「文化の政治化」の動きも進行する。

5、 身体性に注 目して都市を再考す る。ス トリー ト文化の展開に見 られ るような都市でのパフォー

 マンスな ど感性 を通 して、新 しく作 り出され る人々の絆について考える。現代 日本で盛んな都市

 祭礼である 「よさこい祭 り」のよ うな素人にも開かれ 「正統的周辺参加」 を許容す る 「実践共同

 体」を考察す る。観客の変容 も視野に入れる。

6、 社会関係が都市の中で どの ように結び直 されるかを考察す る。血縁や地縁 などの非選択縁の比

 重が低下 し、会社や民間団体など社縁や知縁による選択縁 の比重が高ま り、集団か らボランタ リ

 ー ・ア ソシエーシ ョンへ とい う動きが現代の基調である。 また、情報流通の加速化で人々の絆は

 不定形な動きを示 し、 日常的実践 には無数の軋み音が生 じて、矛盾や不安定 性が拡大 している。

その動 きの中での戦略 と戦術に注 目す る。

7、 都市の文化を見直す。異質性 と均質性が混在 し異種混清の文化を生成す る都市は新たな想像 と

創造の場である。博物館や博覧会 も都市の文化の生成主体で、文化のパ ッケー ジ化や資源化、客

体化を推進 して流通 させ る。都市は、その対極 にあるもの として村落 をユー トピア化 して 「ふる

 さと」を作 り出 し、 ノスタルジアをかきたて る。村落 もまたその動きを利用 し、イメージ化や商

品化 を通 して都 市との関係 を結び直す。双方に浸透する複製化や没場所性 との葛藤 も視野 に入れ

 る必要があろう。

8、 国民国家の成立 と近代を問 う。近代の特徴はネーシ ョンの圧倒的な影響 であ り、民族 と国家を

め ぐる表象と言説が都市を発信地 として流通す る。国民国家の下で新たに作 り出 されたエスニシ

ティ、周縁 と境界の再措定、辺境の創造、ジェンダー化の再構成 などに関与す る都市の動きを通

 じて、国民国家を相対化 し近代の逆照射を試みる。

 本シンポジウムでは、日野舜也氏にはアフリカの都市生成に関わる社会関係の構築過程を、鈴木

裕之氏には音楽を通して生成される都市のス トリー ト文化を、阿南透氏には都市祭礼に伴 う民衆の

「正統的周辺参加」の事例を述べて頂いた。コメンテイターとしてお願いした禅野美帆氏は、メキ

シコ先住民の都市 ・農村関係に関しての論考を寄せ、アフリカのアサンテを中心に研究を進めてい

る阿久津昌三氏は、都市社会学の先駆者で日野舜也氏の先生でもあった鈴木栄太郎に関する論考を
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寄稿 している。研究対象が大きな変動過程にあっても、社会的 ・歴史的文脈の中で理解 し、当事者

の意図と観察者の状況への関与を意識化 して、厚みのある日常的実践の社会過程を記述し考察する

ことは全ての基本であろう。

(すずき まさたか 慶磨義塾大学文学部)

3


